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東京都品川区の「しながわ水族館」で25日、2000万人目の来館者となった星蒼太さん（5）に1年間の入館無料パスポートが贈呈された。「イルカのジャンプが楽しかった」と話したが、品川区は2027年度の改装オープンでイルカショーの廃止を決めている。競争激化にくわえ、世界的な意識変化も背景にあるという。

バブルの余韻が残る1991年の開業当時、「都内初」だったイルカショーやトンネル型水槽は話題を集めた。デートスポットとしても人気となり、開業翌年度（92年度）の来館者数は160万人を超えた。ただ、新型コロナウイルス禍前の2019年度はその4分の1の40万人も割りこんだ。周辺に次々と水族館がオープンしたためだ。

1993年に横浜・八景島シーパラダイス（横浜市）が開業し、2005年には都内で同じくイルカを売り物とするエプソン品川アクアスタジアム（現マクセルアクアパーク品川）がオープン。すみだ水族館も12年に開業し、首都圏の水族館競争は激化の一途をたどっていた。

区は23年度に運営事業者と設計者を公募し、27年度に現在地の近くに新たな施設を建設してリニューアル開業を計画している。イルカショーの中止判断はアニマルウェルフェア（動物福祉）も勘案したようだ。娯楽のための「動物虐待」としてショーを問題視する風潮は欧州を中心に高まっており、定番として多くの水族館で親しまれている人気コンテンツが岐路に立っている。


